
藤

原

不

比

等

の

功

封

に

つ

い

て

河

内

佐

智

子

は

じ

め

に

藤
原
不
比
等
に
つ
い
て
は
、
『日
本
書
紀
』
・
『続
日
本
紀
』
を
は
じ

め
と
す

る
史
料
を
綜
合
し
て
、
多
く
の
検
討
が
加
え
ら
れ
、
さ
ま
ざ

ま
な
人
物
像
が
描
か
れ
て
い
る
。

一
般
的
に
は
、
藤
原
鎌
足
の
後
継

者
で
、
大
宝
律
令
の
制
定
に
関
与
し
、
養
老
律
令
の
撰
定
、
平
城
遷

都
な
ど

の
推
進
者
と
し
て
、
八
世
紀
初
頭
の
律
令
体
制
の
中
心
に
位

置
し
、
政
治
面
に
大
き
な
権
力
を
保
持
し
て
い
た
人
物
で
あ
る
と
さ

れ
て
い
る
。

し
か
し
、
鎌
足
と
不
比
等
の
継
承
関
係
も
、
父
子
で
あ
る
こ
と
以

外
に
は
明
瞭
に
さ
れ
て
お
ら
ず
、
『家
伝
』
の

「大
織
冠
伝
」
と

『
日

本
書
紀
』
と
の
関
係
を
は
じ
め
と
す
る
史
料
批
判
も
完
了
し
て
い
る
　ユ

　

と
は
い
え
な
い
。
ま
た
、
野
村
忠
夫
氏

・
上
田
正
昭
氏
等
に
よ
っ
て

指
摘
さ
れ
て
き
た

「
不
比
等
の
絶
対
的
な
権
力
」

に
つ
い
て
も
、
再

検
討
を
必
要
と
す
る
と
い
う
動
き
が
み
ら
れ
る
。

さ
ら
に
、
佐
藤
宗
諄
氏
は
、
不
比
等
に

つ
い
て
も
仲
麻
呂
の
造
作

が
か
な
り
為
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
詔
で
不
比
等
に
与
え
ら
れ
た

「
五
千
戸
」
と
い
う
封
戸
の
数
に
つ
い
て
も

お
そ
ら
く
は
仲
麻
呂
の

　
　
　

造
作

で
あ
ろ
う
と
指
摘

し
て
お
ら
れ
る
。
第

一
に
藤
原
氏
が
確
定

〔文
武
二
年

(六
九
八
)
に
不
比
等
の
み
藤
原
氏
と
称
す
る
こ
と
が

許
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
か
ら
と
い
う
意
で
あ
ろ
う
〕
し
て
か
ら
未

だ
十
年
に
も
満
ち
て
い
な
い
こ
と
、
第
二
に
不
比
等
の
上
位
に
は
右

大
臣
石
上
朝
臣
麻
呂
が
健
在
で
あ
る
こ
と
を
あ
げ
て
お
ら
れ
る
。

つ

ま
り
佐
藤
氏
は
、
そ
れ
ま
で
の
不
比
等
の
経
歴
か
ら
で
は
彼
が
五
千

戸
を
与
え
ら
れ
得
る
だ
け
の
力
量
と
基
礎
を
も

っ
て
い
た
と
は
考
え

ら
れ
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と

主
張

し

て
お
ら
れ
る
。
『続
日
本

紀
』

の
本
文
批
判
は
、
ま
だ

『
日
本
書
紀
』

に
対
し
て
の
よ
う
に
は

厳
密
に
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
な
か
で
は
、
佐
藤
氏
の
見
解
は
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特
異
な
も
の
で
あ
る
。

本
稿

で
は
、
藤
原
不
比
等
の

「
功
封
」
を
中
心
に
し
て
、
そ
れ
が

賜
与
さ
れ
た
慶
雲
四
年

(七
〇
七
)
ご
ろ
の
不
比
等
に
つ
い
て
も
考

察
を
加
え
て
行
き
た
い
。

一
、
藤
原
鎌
足
の
封
戸

藤
原
鎌
足
が
授
け
ら
れ
た
封
戸
に
つ
い
て
は
、
『
日
本
書
紀
』
孝
徳

天
皇
即
位
前
紀

(六
四
五
)
六
月
庚
戌
条
に
、

以
大
錦
冠
授
中
臣
鎌
子
連
、
為
内
臣
、
増
封
若
干
戸
云
々
。

と
あ
る
が
、
大
化
三
年

(六
四
七
)
に
制
定
さ
れ
た

「大
錦
冠
」
が

見
え
る
の
は
、
後
の
事
実
を
先
に
記
し
た
と
し
て
も
、
封
戸
の
数
が

「若
干

戸
」
と
な

っ
て
い
て
、
実
数
を
掲
げ
な
い
点
に
疑
問
の
余
地

が
あ
る
。
白
雄
五
年

(六
五
四
)
正
月
壬
子
条
に
、

以
紫
冠
授
中
臣
鎌
子
連
、
増
封
若
干
戸
。

と
あ
る
の
も
、す
で
に
大
小
に
分
か
れ
て
い
る
に
も
拘
ら
ず
単
に
「紫

冠
」
と
す
る
こ
と
と
、
こ
こ
で
も
封
戸
に
実
数
を
示
し
て
い
な
い
点

に
疑
問
が
あ
る
。

『
藤
氏
家
伝
』
大
織
冠
伝
に
は
、

改
元
為
大
化
。
詔
日
。
社
稜
獲
安
、
宣
疋頼
公
力
、
車
書
同
軌
。

抑
又
此
挙
、
価
拝
大
錦
冠
、
授
内
臣
、
封
二
千
戸
、
軍
国
機
要
、

任
公
処
分
。
大
臣
訪
求
林
藪
、
捜
揚
灰
晒
、
人
得
其
官
、
野
元

遺
材
、
所
以
九
官
克
序
、
五
品
威
譜
。
白
鳳
五
年
秋
八
月
、
詔

日
。
尚
道
任
賢
、
先
生
灘
則
、
褒
功
報
徳
、
聖
人
格
言
。
其
大

錦
冠
内
臣
中
臣
連
、
功
偉
建
内
宿
禰
、
位
未
允
民
之
望
、
超
拝

紫
冠
、
増
封
八
千
戸
。
俄
而
天
万
豊
日
天
皇
已
厭
万
機
、
登
遇

白
雲
、
皇
祖
母
尊
傭
従
物
願
、
再
応
宝
暦
、
悉
以
庶
務
委
皇
太

子
。
皇
太
子
毎
事
諮
決
、
然
後
施
行
。
於
是
、
杭
海
梯
山
、
朝

貢
不
絶
、
撃
壌
鼓
腹
、
郷
里
梢
多
。
非
君
聖
臣
賢
、
而
何
致
弦

美
。
故
遷
大
紫
冠
、
進
爵
為
公
、
増
封
五
千
戸
。
前
後
井
凡

一

万
五
千
戸
。

と
あ

っ
て
、
『書
紀
』
と
共
通
す
る
記
載
が
あ
る
。
第

一
の
記
載
は
大

化
年
間
に
大
錦
冠
を
授
け
ら
れ
、
内
臣
に
任
ぜ
ら
れ
て
、
封
戸
二
千

戸
と
賜
わ

っ
た
と
あ
る
の
で
、
大
錦
冠
を
規
定
し
た
大
化
三
年

(六

四
七
)
の
冠
位
十
三
階
の
制
定
か
ら
、
大
錦
冠
を
含
ま
な
い
冠
位
十

九
階
が
制
定
さ
れ
た
大
化
五
年

(六
四
九
)

二
月
の
間
の
こ
と
と
す

れ
ば
書
紀
の
よ
う
な
矛
盾
は
な
い
が
、
そ
の
年
月
を
確
定
で
き
な
い

点
で
は
、
『
書
紀
』
と
共
通
し
て
い
る
。
し
か
し
、
「
二
千
戸
」
と
封
戸

の
実
数
を
掲
げ
る
点
は
書
紀
と
異
な

っ
て
い
る
。

第
二
の
記
載
は
ほ
と
ん
ど

『書
紀
』

と

一
致
し
て
い
る
が
、

『書

紀
』
が

「正
月
壬
午
」
と
す
る
日
付
が

「
秋
八
月
」
と
な

っ
て
い
る
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点
と
、
封
戸
の
実
数
を
挙
げ
る
点
が
異
な

っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
大

小
が
あ

る
の
を

「紫
冠
」
と
す
る
の
は
、
こ
の
記
載
が
拠

っ
た
材
料

が

『書
紀
』
で
あ
る
か
、
ま
た
は

『書
紀
』
と
共
通
す
る
も
の
で
あ

っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

第
三

の
記
載
は
、
斉
明
朝
に
至
り
、
大
紫
冠
を
授
け
ら
れ
、
封
戸

五
千
戸
を
増
し
、
て
計

一
万
五
千
戸
と
な
っ
た
と
い
う
が
、
『書
紀
』

に
所
見

は
な
い
。

『
日
本
書
紀
』
と

「
大
織
冠
伝
」
の
成
立
に
関
し
て
は
、
坂
本
太

郎
氏
が
両
者
の
関
係
を
母
子
関
係
で
は
な
く
、
兄
弟
関
係
で
あ
る
と

(
3
)

し
て
お
ら
れ
る
。

つ
い
で
山
田
英
雄
氏
は
、
「
大
織
冠
伝
」
の
記
事
は

『
日
本
書
紀
』
を
基
礎
に
お
い
て
、
そ
れ
に
若
干
の
異
説
を
挿
入
し

　
　
　

た
も
の
と
推
測
し
て
お
ら
れ
る
。

両
者
を
詳
細
に
比
較
検
討
し
て
お
ら
れ
る
の
は
横
田
健

一
氏
で
あ

っ
て
、
横
田
氏
の
見
解
は
、

結
論
的
に
い
え
ば
、
私
は

『家
伝
』
の
筆
者
が

『書
紀
』
以
外

の
別
系
統
の
史
料
を
も

っ
て
い
た
と
考
え
る
が
、
こ
の
封
戸
の

条

の
ご
と
く
、
あ
る
い
は
偽
作
の
疑
い
が
濃
い
箇
条
が
あ
る
。

そ
れ
に
つ
き
、

い
さ
さ
か
考
え
て
み
た
い
。
疑
う
べ
き
第

一
の

点

は
封
戸
の
数
が
他
に
比
較
を
絶
し
て
巨
多
で
あ
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
鎌
足
の
冠
位
、
地
位
が
そ
れ
に
伴
う
ほ
ど
高
く
な
い

点

に
あ
る
。
疑
う
べ
き
第

二
点
は
、
『
書
紀
』
の
封
戸
賜
与
記
事

を
通
観
す
る
に
、
他
の
い
ず
れ
の
場
合
を
み
て
も
、
封
戸
数
は

明
記
し
て
あ
る
の
に
若
干
と
い
う
曖
昧
な
書
き
か
た
を
し
て
い

る
の
は
こ
の
鎌
足
に
関
す
る
箇
条
だ
け
で
あ
る
。

と
述
べ
、
両
者
が
多
く
の
共
通
性
を
も
ち
な
が
ら
、

一
方
が
そ
れ
ぞ

れ
独
自
の
史
料
を
含
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
両
者
の
共
通
の
原
史
料

(
必
)
が
存
在
し
そ
の
史
料
(
∬
)
を
も
と
に
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
別
史
料

を
加
え
て
構
成
さ
れ
た
、
い
わ
ば
兄
弟
関
係

に
あ
た
る
の
で
は
な
い

　
　
　

か
と
推
測
し
て
お
ら
れ
る
。

つ
ま
り
、
封
戸
を
賜
わ

っ
た
こ
と
は
史
料

∬
に
記
さ
れ
て
い
た
が
、

数
に
関
し
て
は
記
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
そ
の
点
は
ど
ち
ら
の

記
事
も
信
用
し
難
い
も
の
で
あ
る
し
、
『大
織
冠
伝
』
の
成
立
時
期
の

問
題
に
つ
い
て
、
天
平
宝
字
五
年

(七
六

一
)
前
後
、

つ
ま
り
藤
原

仲
麻
呂
を
支
え
て
い
た
光
明
皇
太
后
の
崩
御
前
後
で
あ
ろ
う
と
推
測

し
て
お
ら
れ
、
最
終
的
に

『大
織
冠
伝
』
の

二

万
五
千
戸
」
と
い

う
数
は
、
編
者
仲
麻
呂
に
よ
る
造
作
で
あ
る
と
の
結
論
に
至

っ
て
お

ら
れ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
『日
本
書
紀
』
の
記
述
を
全
体
的
に
み
た
場

合
、
具
体
性
に
富
む
表
現
が
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
の
に
比
べ
、
『大

織
冠
伝
』
は
抽
象
的
な
言
葉
や
中
国
の
故
事
に
よ
る
比
喩
が
多
い
こ

と
、
特
に
改
新
政
治
や
天
智
朝
の
改
革

・
律
令
制
定
な
ど
の
具
体
的
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記
述
は
極
め
て
簡
単
で
抽
象
的
な
言
葉
で
飾
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
指

摘
で
き
、
記
述
方
法
、
あ
る
い
は
内
容
と
い
っ
た
点
か
ら
み
て
も
、

鎌
足
を
顕
彰
し
よ
う
と
す
る
仲
麻
呂
の
編
纂
目
的
に
よ
る
も
の
と
解

釈
す
べ
き
で
あ
ろ
う
と
し
て
お
ら
れ
る
。

　　
　

高
橋

崇
氏
も
ま
た

コ

万
五
千
戸
」
と
い
う
数
に
つ
い
て
は
、
仲

麻
呂
に
よ
る
造
作
で
あ
る
と
い
う
横
田
氏
の
説
を
肯
定
し
て
お
ら
れ

る
が
、
『日
本
書
紀
』
の
表
現
に
つ
い
て
、
原
史
料
に
封
戸
の
数
量
が

記
載
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
の
で
、
原
史
料

に
は
お
そ
ら
く

「功
封
」
の
意
味
で
の
記
録
は
な
か

っ
た
も
の
と
推

(7

)

測
し
て
お
ら
れ
る
。

つ
ま
り
、
鎌
足
に
功
田
が
あ

っ
た
こ
と
は
確
か

な
の
で
、
原
史
料
に
記
載
さ
れ
て
い
る
功
田
を

『
日
本
書
紀
』
で
は

「功
封
」
と
し
て
記
し
た
結
果
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

い
ま
、
『書
紀
』
と

「
大
織
冠
伝
」
の
原
資
料
や
、
記
事
の
成
立
に

深
入
り

す
る
こ
と
を
避
け
た
い
が
、
藤
原
鎌
足
に
封
戸
が
与
え
ら
れ

て
い
た
か
否
か
に
焦
点
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
『書
紀
』
の

「封

・
封

戸

・
食
封
」
の
文
字
あ
る
記
事
は
古
く
か
ら
あ
る
が
令
制
下
の
食
封

へ
続
く
と
思
わ
れ
る
記
事
に
関
し
て
は
、
先
に
見
た
孝
徳
即
位
前
紀

に
は
じ
ま
り
、
次
い
で
大
化
二
年

(六
四
六
)
の
い
わ
ゆ
る

「
大
化

改
新
詔
」
の
規
定
が
あ
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
疑
問
も
も
た
れ
て

お
り
、
白
雄
五
年

(六
五
四
)
七
月
丁
酉
条
の
吉
士
長
丹
に
対
す
る

二
百
戸
の
賜
与
に
も
疑
問
が
も
た
れ
て
い
る
。
『書
紀
』
以
外
で
は
、

天
平
十
九
年

(七
四
七
)
の

『法
隆
寺
伽
藍
縁
起
井
流
記
資
財
帳
』

の
縁
起
の
部
分
に
は
、

亦
、
小
治
田
天
皇
大
化
三
年
歳
次
戊
申
九
月
廿

一
日
己
亥
、
許

世
徳
随
高
臣
宣
命
為
而
、
食
封
三
百
姻
入
賜
岐
。

と
あ
り
、
資
財
帳
の
部
分

に
も
、

合
食
封
参
値
戸

右
本
記
云
、
又
大
化
三
年
歳
次
戊
申

九
月
廿

一
日
己
亥
、
許

世
徳
陀
高
臣
宣
命
納
賜
己
夘
年
停
止
。

と
あ
る
。
両
者
は
共
通
の
「
本
記
」
に
よ
っ
た
ら
し
い
が
、
「小
治
田

天
皇
」
を
推
古
天
皇
と
す
る
と
、
大
化
の
年
代
に
は
あ
わ
ず
、
『書
紀
』

に
よ
る
と

「大
化
三
年
(六
四
七
)
」
は
丁
未
に
あ
た
り
、
「
戊
申
」
は

大
化
四
年
と
な
る
。
こ
の
食
封
は

「己
卯
年
」
に
停
止
さ
れ
た
と
あ

り
、
『書
紀
』
天
武
八
年

(己
卯

六
七
九
)
四
月
乙
卯

(五
日
)
条

に
、

詔
日
、
商
量
諸
有
食
封
寺
所
由
、
而
可
加
加
之
、
可
除
除
之
。

と
あ
る
記
事
に
関
聯
す
る
が
、
所
在
地
も
記
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
施

入
年
次
さ
ら
に
は
そ
の
存
在
自
体
に
も
疑
問
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

し
か
し
、
『常
陸
国
風
土
記
』
久
慈
郡
の
頃
に
は
、

至
淡
海
大
津
大
朝
光
宅
天
皇
之
世
、遣
使
検
藤
原
内
大
臣
之
封
。
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と
あ

っ
て
、
前
後
に
省
略
あ
る
い
は
脱
落
が
あ
る
ら
し
く
、
充
分
に

意
味
が
と
れ
な
い
が
、
藤
原
鎌
足
の
食
封
が
天
智
朝
に
は
常
陸
国
に

存
在
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
次
節
で
述
べ
る
よ
う
に
、
『
続

日
本
紀
』
慶
雲
四
年

(七
〇
七
)
四
月
壬
午

(十
五
日
)
条
に
も
、

孝
徳
朝

に
鎌
足
に
食
封
が
授
け
ら
れ
た
と
解
釈
で
き
る
文
言
が
あ
る

か
ら
、

そ
の
時
点
を
明
確
に
は
で
き
な
い
が
、
鎌
足
に
食
封
が
授
け

ら
れ
て
い
た
こ
と
は
承
認
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

鎌
足
に
与
え
ら
れ
た
食
封
は
、
『書
紀
』
に
は
二
か
所
と
も
に

「若

干
戸
」

と
な

っ
て
い
て
、
実
数
を
示
し
て
い
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、

鎌
足
の
食
封
の
存
在
を
疑
う
条
件
に
も
な

っ
て
い
る
。
し
か
し
、
『
書

紀
』
天
武
元
年

(六
七
二
)
六
月
壬
午
条
に
、

詔
村
国
連
男
依

・
和
耳
臣
君
手

・
身
毛
君
広
日
。
今
聞
、
近
江

朝

庭
之
臣
等
、
為
朕
謀
害
。
是
以
汝
等
三
人
急
往
美
濃
国
、
告

安

八
磨
郡
湯
沐
令
多
臣
品
治
、
宣
示
機
要
、
而
先
発
当
郡
丘
、

傍
経
国
司
等
、
差
発
諸
軍
、
急
塞
不
破
道
。
朕
今
発
路
。

と
あ
る
。
多
臣
品
治
は

皇
太
弟
大
海
人
皇
子
に
与
え

ら
れ
た

湯
沐

(封
戸
)
の
現
地
管
理
者
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
同
月
丙
戌
条
に

は
、

男
依
乗
駅
来
奏
日
。
美
濃
師
三
千
人
、
得
塞
不
破
道
。

と
あ
る
。
こ
こ
に

「美
濃
師
」
と
あ
り
、
さ
き
に

「経
国
司
等
、
差

発
諸
軍
」
と
あ
る
か
ら
、
美
濃
国
司
が
徴
発
し
た
兵
士
も
含
ま
れ
て

い
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
同
月
丁
亥
条
に
、

尾
張
国
司
守
小
子
部
鉗
鈎
、
率
万
衆
帰
之
。

と
あ
る
の
に
比
べ
る
と
は
る
か
に
少
な
く
、
「先
発
当
郡
兵
」
と
い
う

か
ら
、
多
く
は
安
八
磨
郡
で
徴
発
さ
れ
た
兵
士
で
あ

っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
湯
沐
令
多
臣
品
治
は
、
安
八
磨
郡
に
お
い
て

徴
兵
権
を
保
持
し
て
い
た
か
ら
、
大
海
人
皇
子
の
湯
沐
は
安
八
磨
郡

全
体
を
対
象
に
設
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

皇
太
子
の
湯
沐
は

『大
宝
令
』
に
規
定

さ
れ
な
か
っ
た
ら
し
く
、

『養
老
令
』
禄
令
に
も

「中
宮
湯
沐
二
千
戸
」
と
並
ん
で
、
「
東
宮
雑

用
料
」
が
規
定
さ
れ
る
の
み
で
あ
る
。
し
か
し
、
『新
抄
格
勅
符
抄
』

や

『延
喜
式
民
』
部
上
に
は
、
東
宮
食
封

二
千
戸
が
規
定
さ
れ
て
い

て
、
中
宮
湯
沐
と
同
額
に
な
る
の
で
、
郡
全
体
と
い
う
地
域
に
よ
る

指
定
方
式
を
と

っ
て
い
た
場
合
の
皇
太
弟
湯
沐
の
目
安
に
な
る
と
思

わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
多
数
の
封
戸
は
、
評

(郡
)
の
よ
う
な
地
域

を
対
象
と
し
て
設
定
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

一
方
、
先
に
あ
げ
た
よ
う
に
、
『書
紀
』
白
錐
五
年

(六
五
四
)
七

月
是
月
条
に
、
吉
士
長
丹
に
授
け
ら
れ
た
二
百
戸
、
『
法
隆
寺
伽
藍
縁

起
井
流
記
資
財
帳
』
に
、
「大
化
三
年
戊
申
」
に
施
入
さ
れ
た
三
百
戸

の
食
封
が
見
え
る
。
こ
の
場
合
に
は
、
藤
原
宮
出
土
木
簡
に
見
え
る
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(
9
)

「
白
髪
部

五
十
戸
」
に
よ

っ
て
、
岸
俊
男
氏
が
考
察
さ
れ
た
よ
う
に
、

五
〇
戸

を
単
位
と
す
る
編
戸
が
、
大
化
五
年

(六
四
九
)
二
月
か
ら

天
智
三
年

(六
六
四
)
二
月
ま
で
の
間
に
は
存
在
し
て
い
た
か
ら
、

「
五
十
戸
」
を
単
位
と
し
て
封
戸
が
設
定
さ
れ
て
い
た
な
ら
ば
、
そ

の
何
単
位
か
に
よ

っ
て
換
算
し
、
『大
宝
令
』
以
後
と
同
じ
よ
う
な
戸

数
に
よ
る
食
封
の
表
記
が
可
能
で
あ
る
。
大
規
模
な
封
戸
は
地
域
に

よ
る
設
定
、
比
較
的
小
規
模
な
食
封
は

「
五
十
戸
」
を
単
位
と
す
る

設
定
と
、

二
つ
の
設
定
法
式
の
存
在
を
考
え
て
よ
い
の
で
は
な
か
ろ

う
か
。

藤
原
鎌
足
の
封
戸
に
つ
い
て
、
『書
紀
』
に

「若
干
戸
」
と
不
明
確

な
記
載

が
さ
れ
て
い
る
の
は
、
大
海
人
皇
子
の
湯
沐
の
よ
う
に
、
か

な
り
大
規
模
な
封
戸
が
評

(郡
)
な
ど
の
地
域
に
よ

っ
て
設
定
さ
れ

て
い
た
の
で
、
『大
宝
令
』
以
後
と

同
様
な
表
記
を
採
ろ
う
と
し
た

が
、
数

字

へ
の
換
算
が
不
可
能
で
あ

っ
た
為
と
解
す
る
の
が
妥
当
で

あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
食
封
は
、
『大
宝
令
』
以
後
の
食
封
と
は
異
な

っ
た
性
格

・
内
容
の
も
の
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
『
書
紀
』
が
採

用
し
た
資
料
に
、
鎌
足
の
封
戸
の
戸
数
が
記
さ
れ
て
い
な
か

っ
た
と

す
る
と
、
成
立
期
が
遅
れ
る

「大
織
冠
伝
」
の
材
料
に
戸
数
が
記
さ

れ
て
い
た
可
能
性
は
な
い
。
「
大
織
冠
伝
」
の
戸
数
は
造
作
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。
ま
た
高
橋
崇
氏
の
よ
う
に
、
功
田
を
封
戸
と
書
換
え

た

と
考

え

る
必

要

も

な

い
。

二
、
藤
原
不
比
等
の

「功
封
」

『続
日
本
紀
』
慶
雲
四
年

(七
〇
七
)
四
月
壬
午
条
に
次
の
よ
う

な
記
事
が
み
ら
れ
る
。

詔
日
。
天
皇
詔
旨
久
。
汝
藤
原
朝
臣
乃
仕
奉
状
者
今

嫡
未
不
在
。
臣

乃
仕
奉
掛
母
畏
支
天

皇
御
世
御
世
仕
奉
而
、
今
母
又
朕
卿
止
為
而
、

心
而
朕
乎
助
奉
仕
奉
事
乃
重
支
労
支
事
乎
所
念
坐
御
意
坐
ホ
依
而
、

以
明
浄
多
利
麻
比
琢
夜
々
弥
賜
鋪
、
忌
忍
事
ホ
似
事
軒
酷
、
常
労
弥

重
弥
所
念
坐
畝
宣
。
又
難
波
大
宮
御
宇
掛
母
畏
支
天
皇
命
乃
、
汝
藤

原
大
賊
状
欝
、
建
内
宿
禰
命
乃
仕
奉
瀬
事
止
同
事
轍
勅
而
治
賜
慈
賜

積
。
是
以
令
文
所
載
移
流
跡
止
為
而
、
随
令
長
遠
久
始
今
而
次
々
被

賜
将
往
物
蜘
、
食
封
五
千
戸
賜
畝
勅
命
聞

宣
。

辞
而
不
受
。

減
三

千
戸
賜
二
千
戸
、

一
千
戸
伝
干
子
孫
。

こ
の
宣
命
の
第

一
段
に
つ
い
て
、
金
子
武
雄
は
、

す
あ
ら
み
こ
と

み
ま
し

天

皇
の
大
命
ぞ
と
仰
せ
下
さ
れ
る
に
は
、
汝
藤
原
朝
臣

(不

さ
ま

比
等
)
の
お
仕

へ
申
し
上
げ
る
状
は
、

た
だ
に
今
ば
か
り
で
は

な
い
。
掛
け
ま
く
も
畏
き
代
々
の
天
皇
の
御
世
御
世
に
お
仕

へ

申
し
上
げ
て
、
今
も
ま
た
朕
の
重
臣
と
し
て
、
明
き
浄
き
心
を

以
て
、
朕
を
助
け
申
し
上
げ
る
事
の
大
変
な
こ
と
で
あ
り
、
大
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儀

な

こ
と

で
あ

る

の
を

思

し
召

さ

れ

る
御

意

が

あ
ら

せ
ら

れ

る

か

ら

、

朕

が

健

康

が

衰

へ
て
悩

ん

で

お
ら

れ

る

の

で
、

不

吉

な

こ
と

乍

ら

万

一
の

こ

と

が

あ

っ
て
、

報

い
る

こ
と

な

く

て

こ

の

儘

を

は

る

や
う

な

こ

と

に

な

る

の

を
、

日
頃

、

気

の

毒

だ

、

大

変

だ

と
思

し
召

し

て
居

ら

れ

る

と

の

こ
と

を

述

べ
聞

か

せ

る
。

(
10
)

と
訳
し
て
い
る
。
や
や
意
味
を
補
い
す
ぎ
て
の
解
釈
と
も
思
わ
れ
る

が
、
大
意
は
承
認
で
き
よ
う
。
『懐
風
藻
』
に
は
、

贈

正

一
位
太
政
大
臣
藤
原
朝
臣
史
五
首
年
六
+
三

と
あ
り
、
『続
紀
』
に
よ
れ
ば
養
老
四
年

(七
二
〇
)
に
没
し
て
い
る

の
で
、
生
年
は
斉
明
四
年

(六
五
八
)
と
な
る
。
『書
紀
』
で
の
初
見

は
持
統

三
年

(六
八
九
)
二
月
己
酉
条
で
、
こ
の
と
き
直
広
騨
の
冠

位
を
も

ち
、
判
事
に
任
ぜ
ら
れ
て
お
り
、
三
〇
才
を
越
え
て
い
る
か

ら
、
す

で
に
天
武
朝
以
来
出
仕
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
天
武

.

持
統
朝

で
の
勤
務
を
、
「
掛
母
畏
支
天
皇
御
世
御
世
仕
奉
而
」
と
い
う

の
は
大
袈
裟
に
思
わ
れ
る
が
、
事
実

に
反
す
る
と
は
い
え
な
い
。
ま

た

『続
紀
』
に
よ
る
と
、
大
宝
元
年

(七
〇

一
)
三
月
壬
辰
に
、
『大

宝
令
』

に
よ
る
官
号
改
正
と
と
も
に
、
大
納
言
と
な
り
こ
の
と
き
に

至

っ
て

い
る
か
ら
、
「朕
卿
止
為
而
」
と

い
う
の
に
も
合
致

し
て
い

る
。第

二
段
に
つ
い
て
、
金
子
武
雄
氏
は
、

あ
め
の
し
た

又
難
波
の
大
宮
に
在

っ
て
天
下
を
お
治
め
な
さ
れ
た
、
掛
け
ま

す
め
ら
み
こ
と

み
ま
し

く
も
畏
き
天

皇

(孝
徳
)
が
、
汝
の
父
藤
原
大
臣

(鎌
足
)

さ
ま

の
お
仕

へ
申
し
上
げ
た
状
を
ば
、
建
内
宿
禰
命
の
お
仕

へ
申
し

上
げ
た
事
と
同
じ
事
ぞ
と
仰
せ
下
さ
れ
て
、
然
る
べ
く
計
ら
ひ

賜
ひ
、
慈
び
賜
う
た
。

と
し
て
い
る
。
「治
賜
慈
賜
」
の
内
容
が
明
確

で
は
な
い
が
、
冠
位

・

官
職
の
昇
進
と
、
食
封

・
水
田
な
ど
の
賜
与

と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ

で
は
、
第
三
段
と
関
聯
し
て
、
前
項
で
述

べ
た
鎌
足
の
封
戸
を
指
し

て
い
る
。

第
三
段
は
、

そ
れ
故
、
法
令
の
文
書
に
載
せ
て
あ
る
の
を
拠
所
と
し
て
、
法

令
の
通
り
に
長
く
遠
く
、
今
を
始
め
と
し
て
、
次
々
に
将
来
ひ

へ
び
と

き
つ
団
い
て
賜
わ
る
で
あ
ろ
う
そ
と
、
食
封
五
千
戸
賜
わ
る
と

仰
せ
下
さ
れ
る
大
命
を
、
承
れ
と
て
述

べ
聞
か
せ
る
。

と
さ
れ
て
い
る
。
第
二
段
で
鎌
足
に
封
戸
が
授
け
ら
れ
て
い
た
と
述

べ
た
の
を
受
け
て
、
改
め
て

『大
宝
令
』
の
条
文
を
根
拠
と
し
て
、

不
比
等
自
身
の
み
な
ら
ず
、
将
来

つ
ま
り
子
孫
に
引
続
き
五
千
戸
の

食
封
を
授
け
る
と
し
て
い
る
。

最
後
に
、
不
比
等
の
辞
退
に
よ
り
三
千
戸
を
減
じ
て
二
千
戸
を
与

え
、
う
ち

一
千
戸
を
子
孫
に
伝
え
る
こ
と
と
し
た
と
あ
る
。
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第
二
段
と
第
三
段
に
よ
る
と
、
鎌
足
の
死
後
は
、
そ
の
食
封
を
不

比
等
が
継
承
す
る
の
が
当
然
で
あ
る
よ
う
に
と
れ
る
が
、
鎌
足
に
与

え
ら
れ
た
封
戸
の
性
格
は
、
令
制
と
異
な

っ
て
い
る
の
で
、
そ
の
継

承
に
関
す
る
規
定
は
明
ら
か
で

は
な
い
。
詔
文
を
信
ず
る
と
し
て

も
い
く

つ
か
の
問
題
が
考
え
ら
れ
る
。

ま
ず
考
え
ら
れ
る
の
は
、
藤
原
氏
の
範
囲
で
あ
る
。
『書
紀
』
天
智

八
年

(六
六
九
)
十
月
庚
申
条
に
は
、

天
皇
遣
東
宮
皇
太
弟
於
藤
原
内
大
臣
家
、授
大
織
冠
与
大
臣
位
。

傍
賜
姓
、
為
藤
原
氏
。
自
此
以
後
、
通
日
藤
原
大
臣
。

と
あ
る
が
、
姓
に
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。
中
臣
氏
と
同
じ
連
で
あ

っ
た
か
と
思
わ
れ
る
が
、
証
明
す
る
史
料
は
な
い
。
ま
た
、
後
の
賜

姓
で
は
、
氏
全
体
に
で
は
な
く
、
対
象

の
範
囲
が
限
定
さ
れ
る
こ
と

が
多
か

っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
そ
の
範
囲
も
明
確
に
さ
れ
て
い
な
い
。

『書
紀
』
に
は
こ
の
後
、
中
臣
連
金

・
中
臣
連
大
嶋
が
見
え
る
の
で
、

鎌
足
の
子
孫
に
限
定
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

と
こ
ろ
が
、
『書
紀
』
天
武
十
三
年

(六
八
五
)
十

一
月
戊
申
朔
条

に
、
朝
臣
の
姓
を
与
え
ら
れ
た
五
二
氏
が
列
記
さ
れ
て
い
て
、
「
中
臣

連
」
は
見
え
る
が
、
藤
原
氏
は
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
『新
撰
姓
氏
録
』

左
京
神

別
上
に
は
、

内
大
臣
大
織
冠
中
臣
連
鎌
子
鮎
胱
宏
天
命
開
別
天
皇
翻
茨
八
年
、

賜
藤
原
氏
。
男
正

一
位
贈
大
臣
大
臣
不
比
等
、
天
淳
中
原
瀬
真

人
天
皇
端
茨
十
三
年
、
賜
朝
臣
姓
。

と
あ
る
。
し
か
も
、
『書
紀
』
に
は
、
天
武
十
四
年

(六
八
六
)
九
月

辛
酉
条
以
降
、
持
統
七
年

(
六
九
三
)
三
月
庚
子
条
ま
で
に
、
「藤
原

朝
臣
大
嶋
」
・
「葛
原
朝
臣
大
嶋
」
が
見
え
、
持
統
七
年
六
月
壬
戌
条

に
は

「葛
原
朝
臣
臣
麻
呂
」
が
見
え
、
持
統
元
年

(六
八
七
)
二
月

己
酉
条
の

「
藤
原
朝
臣
史
」、
同
十
年
(六
九
六
)
十
月
庚
寅
条
の

「藤

原
朝
臣
不
比
等
」
と
並
存
し
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
佐
伯
有

清
氏
は
諸
説
を
整
理
し
て
、
天
武
十
三
年

(六
八
五
)
に
五
二
氏
の

朝
臣
賜
姓
が
あ

っ
た
後
、
不
比
等
と
共
に
再
従
兄
弟
の
中
臣
大
嶋

・

臣
麻
呂
ま
で
、
藤
原
朝
臣
が
与
え
ら
れ
た
と
し
て
お
ら
れ
る
。
不
比

等
が
二
八
才
に
達
し
、
す
で
に
数
年
の
官
歴
を
有
し
て
い
た
は
ず
で

あ
る
の
に
、
五
二
の
朝
臣
賜
姓
と
は
別
に
扱
わ
れ
、
し
か
も
鎌
足
か

ら
す
れ
ば
傍
系
ま
で
が
藤
原
朝
臣
と
さ
れ
た

こ
と
に
は
、
単
純
で
は

な
い
理
由
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
鎌
足
が
死
亡
し
た
天
智
八
年

(六
六
九
)
に
は
、
不
比
等

は
僅
か
に
十
二
才
で
あ
っ
て
、
食
封
を
継
承
し
て
も
管
理
で
き
る
年

令
で
は
な
い
。
さ
ら
に
、
評
(郡
)
を
単
位
と
す
る
よ
う
な
食
封
は
、

『大
宝
令
』
制
定
後
に
見
ら
れ
る
食
封
と
は
、
制
度
上
性
格
を
異
に

す
る
も
の
で
、
天
武
朝
の
食
封
に
関
す
る
政
策
は
、
新
旧
の
切
替
を
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意
味
す

る
と
考
え
ら
れ
る
。
も
し
不
比
等
が
封
戸
を
継
承
し
て
い
た

と
し
て
も
、
三
〇
才
に
満
た
な
い
人
物
に
、
改
め
て
大
量
の
食
封
を

賜
与
す

る
こ
と
も
困
難
で
あ

っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
鎌
足
に
与

え
ら
れ
た
食
封
が
、
子
孫
が
継
承
す
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
と
し
て

も
、
そ
れ
が
実
行
さ
れ
て
い
な
か

っ
た
可
能
性
は
大
き
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
詔
は
、
鎌
足
の
功
績
に
よ
る
食
封
に
、
不

比
等
の
功
績
を
加
え
て
、
『大
宝
令
』
の
規
定
に
従

っ
て
食
封
を
賜
与

す
る
と
述

べ
て
い
る
の
で
、
鎌
足
の
食
封
が
子
孫
に
伝
え
ら
れ
な
い

も
の
で
あ

っ
た
と
し
て
も
問
題
に
は
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
こ
こ
で

い
う

『
大
宝
令
』
の
条
文
と
は
何
で
あ
ろ
う
か
。

『養
老
令
』
禄
令
功
封
条
に
は
、

凡

五
位
以
上
、
以
功
食
封
者
、
其
身
亡
者
、
大
功
減
半
伝
三
世
、

上
功
減
三
分
之
二
伝

二
世
、
中
功
減
四
分
之
三
伝
子
。
下
功
不

伝
。

と
あ
り
、
『
大
宝
令
』
の
条
文
は
、
『古
記
』
に

「
五
位
以
上
功
食
封

者
聴
」
が
見
え
る
の
み
で
あ
る
が
、
『
続
紀
』
大
宝
元
年

(七
〇

一
)

七
月
壬
辰
条
に
、

凡

一
十
五
人
、
賞
錐
各
異
、
而
同
居
中
第
。
宜
依
令
四
分
之

一

伝
子
。

と
あ
る
か
ら
、
「中
功
減
四
分
之
三
伝
子
」
も

『大
宝
令
』
に
あ

っ
た

と
考
え
ら
れ
、
『養
老
令
』
と

『
大
宝
令
』
は
お
よ
そ
同
文
と
し
て
よ

い
と
思
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
条
文
に
よ
る
と
、
大
功

で
す
ら
半
減
三
世
ま
で

で
あ
る
か
ら
、
「令
文
所
載
移
流
跡
止
為
而
、
随
令
長
遠
久
」

と
い
う

の
は
、
三
世
に
限
ら
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
し
か
し
、
「始
今
而
次
々

被
賜
将
往
物
椒
」
と
い
う
の
は
、
永
久
に
と
い
う
意
味
ら
し
く
、
詔

の
後
の

「
賜
二
千
戸
、

一
千
戸
伝
子
孫
」
も
、
半
減
は
令
文
の
大
功

に
相
当
す
る
が
、
三
世
ま
た
は
曽
孫
ま
で
と
減
定
せ
ず
、
子
孫
と
す

る
の
も
そ
の
意
味
で
あ
る
ら
し
い
。
そ
う
す

る
と
、
令
文
を
規
範
と

す
る
と
は
い
い
難
い
。

た
だ
し
、
『令
集
解
』
禄
令
功
封
条
に
引
用
さ
れ
た

『古
記
』
に
、

五
位
以
上
功
食
封
者
聴
。
謂
六
位
以
下
、
錐
大
功
、
不
在
食
封

之
例
。
但
別
勅
処
分
依
下
条
耳
。

と
あ
る
の
を
参
考
に
す
る
と
、
令
条
外
条
の

凡
令
条
之
外
、
若
有
特
封
及
増
者
、
並
依
別
勅
。

と
あ
る
の
を
適
用
し
た
と
も
い
え
る
。
こ
の
よ
う
な
特
例
規
定
ま
で

を
利
用
し
て
、
不
比
等

と
そ
の
子
孫
に
食
封
を

賜
与
し
た

と
す
る

と
、
こ
の
こ
と
自
体
に
押
し
切
ら
ね
ば
な
ら
な
い
反
対
が
あ
っ
た
こ

と
を
示
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
令
の
適
用
条
文
と
は
関

係
な
く
、

こ
の
食
封
は
後
に

「功
封
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
。

一60一



三
、
藤
原
不
比
等
を
め
ぐ
る
環
境

少
年
期
に
父
鎌
足
と
死
別
し
た
藤
原
不
比
等
の
消
息
は
伝
え
ら
れ

て
い
な

い
。
壬
申
の
乱
に
も
二
〇
才
に
達
せ
ず
、
影
響
を
受
け
な
か

っ
た
の
は
幸
で
あ

っ
た
。
天
武
十
三
年

(六
八
五
)
二
八
才
の
と
き

藤
原
朝
臣
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
と
き
、
再
従
兄
弟
の
中
臣
大
嶋
と

臣
麻
呂

も
藤
原
朝
臣
と
さ
れ
て
い
る
の
は
、
さ
き
に
見
た
よ
う
に
鎌

足
の
食
封
の
継
承
に
は
必
ず
し
も
有
利
で
は
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ

を
天
武
天
皇
の
好
意
的
な
配
慮
と
す
る
な
ら
ば
、
藤
原
氏
で
出
仕
し

て
い
る
の
は
不
比
等
唯

一
人
で
あ
る
か
ら
、
中
臣
氏
を
加
え
て
、
不

比
等
の
地
位
を
確
立
す
る
援
助
と
し
た
と
も
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

『書
紀
』
持
統
三
年
(六
八
九
)
二
月
己
酉
条
に
至

っ
て
、
「
判
事
」

に
任
命

さ
れ
た

「直
広
騨
藤
原
朝
臣
史
」
が
登
場
す
る
。
判
事
は
後

の
参
議

・
大
弁
に
当
り
、
直
広
騨
は
従
五
位
に
相
当
す
る
と
さ
れ
て

い
る
。

こ
の
時
は
三
二
才
で
あ

っ
た
。
持
統
十
年

(六
九
六
)
十
月

庚
寅
条

に
は
、

仮

賜
正
広
参
位
右
大
臣
丹
比
真
人
資
人

一
百
廿
人
、
正
広
騨
大

納
言
阿
倍
朝
臣
御
大
人

・
大
伴
宿
禰
御
行
並
八
十
人
直
、
広
壱

石

上
朝
臣
麿

・
直
広
弐
藤
原
朝
臣
不
比
等
並
五
十
人
。

と
あ
り
、
三
九
才
で
従
四
位
相
当
の
直
広
騨
に
昇
り
、
石
上
麻
呂
と

並
ん
で
大
納
言
に
次
ぐ
有
力
な
地
位
に
あ

っ
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
『続
日
本
紀
』
文
武

二
年

(六
九
八
)

八
月
丙
午
条
に
は
、

詔
日
、
藤
原
朝
臣
所
賜
之
姓
、
宜
令
其
子
不
比
等
承
之
。
但
意

美
麻
呂
等
者
、
縁
供
神
事
、
宣
復
旧
姓
焉
。

と
あ
る
。
こ
の
詔
の
中
の

「藤
原
朝
臣
」
は
、
そ
の
下
に

「其
子
不

比
等
」
と
あ
る
か
ら
鎌
足
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
部
分
は
鎌
足
が
「藤

原
朝
臣
」
を
賜
わ

っ
た
と
解
釈
す
べ
き
で
は
な
く
、
文
武
二
年
頃
に

は
す
で
に
藤
原
氏
は
朝
臣
と
決
ま

っ
て
い
た
の
で
、
こ
の
よ
う
な
表

現
を
と

っ
た
と
す
る
べ
き
で
あ
る
。

こ
の
詔
で
述

べ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
ま
ず
第

一
に

「藤
原
朝
臣
」

は
鎌
足
の
直
系
の
子
で
あ
る
不
比
等
が
継
承
す
る
こ
と
、
第
二
に
意

美
麻
呂
ら
は
旧
姓
の
中
臣
朝
臣
に
復
す
る
こ
と
で
あ
る
。
高
島
正
人

　　
　

氏
に
よ
る
と
、

不
比
等
と
そ
の

一
家
を
神
事
供
奉
氏
族

と
し
て
の
職
掌
か
ら
解

放
し
、
鎌
足
の
功
業
と
不
比
等
の
才
幹

と
宮
子

・
五
百
重
娘

・

新
田
部
親
王
、
妻
県
犬
養
三
千
代
ら
不
比
等
ゆ
か
り
の
宮
廷
勢

力
を
結
集
し
て
藤
原
氏
が
国
政
審
議
氏
族
と
し
て
外
廷
政
治
の

中
枢
に
活
躍
す
る
基
礎
を
築
い
た
こ
と

で
あ
る
。
い
わ
ば
不
比

等

一
家
は
こ
の
詔
に
よ

っ
て
神
事
奉
斎

の
伴
造
氏
族
か
ら
国
政
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に
参
与
す
る
議
政
氏
族

へ
の
転
換
を
行

っ
た
の
で
あ
り
、
か
つ

鎌
足
の
功
業
を
不
比
等
自
ら
そ
の

一
身
に
集
中
掌
握
し
て
、
そ

の
地
位
の
強
化
に
資
し
た
の
で
あ
る
。

と
述

べ
て
お
ら
れ
る
が
、
す
で
に
前
年
の
八
月
癸
未
条
に
は
、

以
藤
原
宮
子
娘
為
夫
人
。

と
あ
り
、
不
比
等
が
外
戚
と
な
る
こ
と
も
予
想
で
き
る
時
期
で
あ
る

か
ら
、

こ
こ
を
基
点
に
不
比
等
の
地
位
が
確
立
し
て
行
く
と
い
う
よ

り
も
、

そ
の
完
成
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
さ
ら
に

云
う
な
ら
ば
、
鎌
足
の
功
業
と
い
う
抽
象
的
な
表
現
よ
り
も
、
鎌
足

が
得
た
食
封
を
、
不
比
等
が
再
び
賜
与
さ
れ
る
条
件
が
備
わ

っ
た
と

い
う
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の
と
き
不
比
等
は
四

一
才
で
あ
っ

た
。つ

づ

い
て
、
文
武
四
年

(七
〇
〇
)
六
月
に
は
、
不
比
等
は
正
四

位
相
当

の
直
広
壱
に
上

っ
て
お
り
、
『
大
宝
律
令
』
撰
定
に
よ
り
禄
を

賜
わ

っ
て
い
る
。

さ
ら
に
注
目
し
た
い
の
は
、
大
宝
元
年
(七
〇

一
)
三
月
甲
午

(
二

十

一
日
)
条
の
新
令
施
行
に
よ
る
切
換
え
の
叙
位
で
あ
る
。
こ
の
条

に
よ
る
と
、
次
の
よ
う
な
構
成
に
な

っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

左
大
臣

正
二
位

多
治
比
真
人
嶋

右
大
臣

従

二
位

阿
倍
朝
臣
御
主
人

大
納
言

正
三
位

石
上
朝
臣
麻
呂

正
三
位

藤
原
朝
臣
不
比
等

従
三
位

紀
朝
臣
麻
呂

散

位

従
三
位

大
伴
宿
禰
安
麻
呂

こ
こ
で
問
題
と
さ
れ
る
の
は
、
不
比
等
が
直
広
壱
か
ら
正
三
位
に
昇

叙
さ
れ
、
大
伴
宿
禰
安
麻
呂
の
直
大
壱
か
ら
従
三
位
を
追
い
越
し
、

石
上
麻
呂
と
肩
を
並

べ
て
い
る
点
で
あ
る
。

　
ゆ
　

野
村
忠
夫
氏
は
、

そ
の
背
後
に
は
文
武
夫
人
と
し
て
こ
の
年
首
皇
子
(後
の
聖
武
)

を
生
ん
だ
娘
宮
子
が
あ
っ
た
し
、
浄
御
原
令
で
成
立
し
た
律
令

ヘ

へ

体
制
を
完
成
さ
せ
る
べ
く
編
纂
を
す
す
め
た
大
宝
律
令
の
実
質

へ的
な
主
宰
者
と
し
て
の
地
歩
も

大
き
く
作
用
し
た
と
み
ら
れ

る
。

と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
「大
宝
律
令
の
実
質
的

な
主
宰
者
」
と
は
、
と

り
も
な
お
さ
ず
政
界
の
中
心
人
物
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

持
統
天
皇
は
、
大
宝
二
年

(七
〇
二
)
十

二
月
に
崩
じ
、
翌
四
年

十
二
月
に
大
内
陵
に
葬
ら
れ
る
が
、
明
け
て
慶
雲
元
年

(七
〇
四
)

正
月
癸
巳
条
に
は
、

元
位
長
屋
王
授
正
四
位
上
。

と
、

二
世
王
と
し
て
は
異
例
で
あ
る
長
屋
王

の
初
叙
の
記
事
が
見
ら
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れ
る
。
同
月
丁
酉
条
に
は
、

二
品
長
親
王

・
舎
人
親
王

・
穂
積
親
王

・
三
品
刑
部
親
王
益
封

各

三
百
戸
。
三
品
新
田
部
親
王

・
四
品
志
紀
親
王
各

一
百
戸
。

右
大
臣
従

二
位
石
上
朝
臣
麻
呂
二
千

一
百
七
十
戸
。
大
納
言
藤

原
朝
臣
不
比
等
八
百
戸
。
自
余
三
位
己
下
五
位
己
上
十
四
人
各

有
差
。

と
あ
り
、
五
日
後
の
壬
寅
条
に
は
、

詔
御
名
部
内
親
王

・
石
川
夫
人
益
封
各

一
百
戸
。

と
あ
る
。
御
名
部
内
親
王
は
天
智
天
皇
の
皇
女
、
元
明
天
皇
の
姉
で
、

高
市
皇
子
の
妻
、
長
屋
王
の
母
と
さ
れ
て
い
る
。
長
屋
王
は
天
平
元

年

(
七
二
九
)
に
至
り
、
「私
学
左
道
、
欲
傾
国
家
」
と
い
う
理
由
で

告
発
さ

れ
自
尽
さ
せ
ら
れ
た
が
、
続
紀
養
老
五
年

(七
二

一
)
十
月

丁
亥
条

に
よ
る
と
、
不
比
等
の
次
男
房
前
と
共
に
元
明
太
上
天
皇
か

ら
崩
後

の
措
置
を
託
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
こ
の
こ
ろ
ま
で
は

信
頼
が
厚
か

っ
た
。
元
明
天
皇
の
皇
女
で
文
武
天
皇
の
姉
妹
で
あ
る

吉
備
内
親
王
を
室
と
し
て
い
る
の
も
、
信
頼
の
表
れ
と
考
え
ら
れ
る

が
、
不
比
等
も
娘
長
蛾
子
を
長
屋
王
の
妻
と
し
て
い
る
。
不
比
等
は

こ
の
よ
う
な
姻
戚
関
係
に
結
ば
れ
て
い
て
、
政
略
結
婚
と
い
え
る
け

れ
ど
も
、
臣
下
と
し
て
は
皇
室
と
最
も
強
く
結
ば
れ
て
い
た
と
い
え

る
。
幼
少
で
は
あ
る
が
首
皇
子

(聖
武
天
皇
)
と
、
同
年
に
生
れ
た

光

明

子

と

の
婚

姻

も

す

で

に

双
方

で
計

画

さ

れ

て

い
た

か
も

知

れ

な

い
。

(13
)

す
で
に
金
子
武
雄
が
強
く
主
張
し
て
い
る
が
、
『続
紀
』
慶
雲
四
年

(七
〇
七
)
七
月
壬
子
条
の
元
明
天
皇
即
位
詔
に
よ
る
と
、
文
武
天
皇

は
慶
雲
三
年

(
七
〇
六
)
十

一
月
に
、
母
の
皇
大
妃
阿
閑
皇
女

(元

明
天
皇
)
に
譲
位
の
意
志
を
伝
え
て
い
て
、
翌
慶
雲
四
年
正
月
甲
午

条
に
は
、
大
極
殿
に
出
御
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
六
月
辛

巳

(十
五
日
)
に
崩
じ
た
。
不
比
等
に
食
封
が
与
え
ら
れ
た
の
は
、

四
月
壬
午

(十
五
日
)
で
、
崩
御
の
二
か
月
前
で
あ
る
。

治
世
の
終
り
が
近
い
こ
と
を
覚

っ
た
文
武
天
皇
が
、
幼
少
の
首
皇

子

(聖
武
天
皇
)
の
即
位
を
確
実
に
す
る
た
め
、
従
来
か
ら
信
頼
し

て
お
り
、
皇
位
に
即
く
可
能
性
が
全
く
な
い
不
比
等
に
対
し
そ
の
評

価
を
高
め
、
彼
の
奉
仕
が

一
層
の
効
果
を
あ
げ
る
よ
う
に
、
食
封
五

千
戸
と
い
う
破
格
の
厚
遇
を
示
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
或
は
、
即
位

し
な
か

っ
た
夫
を
も

つ
皇
大
妃
の
即
位
と
い
う
異
例
の
措
置
に
出
る

こ
と
を
決
意
し
た
阿
閑
皇
女
が
、
そ
の
子
文
武
天
皇
と
合
議
の
上
こ

の
行
動
に
出
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ま
で
見
過
さ
れ
て
い
た
よ

う
で
あ
る
が
、
『続
紀
』
に
は
続
け
て
、

又
詔
。
益
封
親
王
己
下
四
位
己
上
、
及
内
親
王
諸
王
娯
命
婦
等

各
差
。
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と
あ
っ
て
、
協
力
が
望
ま
れ
る
範
囲
に
も
、
食
封
が
増
加
さ
れ
て
い

る
。
不
比
等
の
み
へ
の
厚
遇
が
、
周
囲
の
反
感
を
招
か
な
い
た
め
の

配
慮
と
考
え
ら
れ
る
。

四
、
「
食
封
五
千
戸
」
に
つ
い
て

こ
れ
ま
で
の
考
察
に
よ

っ
て
、
『続
日
本
紀
』
慶
雲
四
年
(七
〇
七
)

四
月
壬
午
条
に
記
さ
れ
て
い
る
、
藤
原
不
比
等
に
食
封
五
千
戸
を
与

え
る
と

い
う
詔
に
は
、
疑
問
の
余
地
が
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、
さ
ら

に
文
中

の

「食
封
五
千
戸
」
に
つ
い
て
考
え
た
い
。

ま
ず

こ
の
条
に
つ
い
て
見
る
と
、
不
比
等
は

「食
封
五
千
戸
」
を

提
示
さ
れ
た
が
固
辞
し
、
二
千
戸
に
減
じ
、
子
孫
に
は
さ
ら
に
半
減

し
て

一
千
戸
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。
上
位
の
右
大
臣
石
上
朝
臣
麻
呂

は
、
慶
雲
元
年
(七
〇
四
)
に
二

一
七
〇
戸
の
食
封
を
受
け
て
お
り
、

お
そ
ら
く
こ
の
日
に
益
封
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
不
比

等
の
二
千
戸
は
位
封

・
職
封
の
ほ
か
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
必
ず
し

も
過
大
と
は
い
え
な
い
。
過
大
な
恩
寵
に
対
し
て
は
、
そ
れ
を
辞
退

し
て
謙
譲
の
徳
を
示
す
こ
と
は
、
多
く
見
ら
れ
よ
う
。
も
し
、
最
初

に
妥
当

な
数
を
示
し
て
、
礼
儀
上
辞
退
さ
れ
た
な
ら
ば
、
予
定
よ
り

は
る
か
に
少
な
い
数
に
落
着
い
て
し
ま
う
。
そ
れ
を
避
け
る
た
め
の

筋
書
が
あ
ら
か
じ
め
立
て
ら
れ
て
い
た
と
考
え
て
差
支
え
な
い
の
で

は
な
か
ろ
う
か
。
最
終
的
に
は
二
千
戸
に
な
る
よ
う
に
、
五
千
戸
が

示
さ
れ
た
と
す
れ
ば
、
こ
こ
に
藤
原
仲
麻
呂

の
加
筆
を
考
え
る
必
要

は
な
い
。
し
か
も
先
に
見
た
よ
う
に
、
不
比
等

へ
の
厚
遇
が
反
感
を

生
じ
な
い
配
慮
も
な
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、

一
度
記
録
さ
れ
た

「食
封
五
千
戸
」
は
、
後
ま
で
意
味

を
も

っ
て
い
る
。
『続
紀
』
天
平
二
年
(七
三
〇
)
四
月
辛
未
条
に
は
、

始
置
皇
后
宮
職
施
薬
院
。
令
諸
国
以
職
封
井
大
臣
家
封

戸
庸

物
充
価
買
取
草
薬
、
毎
年
進
之
。

と
あ
る
。
不
比
等
の
死
後
、
藤
原
氏
か
ら
大
臣
は
出
て
い
な
い
か
ら
、

「
大
臣
家
封
戸
」
は
不
比
等
に
与
え
ら
れ
た
功
封
を
さ
し
、
不
比
等

の
死
後

に
な

っ
て
も
半
減
し
て
子
孫
に
伝
え
る
と
い
う
措
置
は
取
ら

れ
て
い
な
か

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

つ
い
で
、
天
平
十
三
年

(七
四

一
)
正
月
丁
酉
条
に
は
、

故
太
政
大
臣
藤
原
朝
臣
家
返
上
食
封
五
千
戸
。
二
千
戸
依
旧
返

賜
其
家
、
三
千
戸
施
入
諸
国
々
分
寺
、
以
充
造
丈
六
仏
像
料
。

と
あ
る
。
前
年
九
月
に
起
き
た
藤
原
広
嗣
の
乱
に
つ
い
て
、
藤
原
豊

成
が
返
上
を
申
し
出
た
が
、
二
千
戸
は
返
賜

さ
れ
、
三
千
戸
が
国
分

寺
に
施
入
さ
れ
た
と
す
る
。
「故
太
政
大
臣
」
は
、
前
年
に
死
亡
し
た

藤
原
武
智
麻
呂
も
ま
だ
贈
ら
れ
て
い
な
い
の
で
、
不
比
等
の
こ
と
で

あ
る
。

こ
の
と
き
に
も
、
ま
だ
子
孫
に
伝
え
る
手
続
は
と
ら
れ
て
い
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な
か

っ
た
。

こ
こ
で
問
題
と
さ
れ
る
の
は
、
慶
雲
四
年

(七
〇
七
)
に
不
比
等

が
受
け

た
二
千
戸
が
五
千
戸
と
な

っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に

つ
い
て
竹
内
理
三
氏
は
、
大
臣
家
の
封
戸
は
功
封
と
は
限
ら
ず
、
慶

雲
四
年
以
降
天
平
十
三
年
ま
で
の
間
に
、
三
千
戸
が
与
え
ら
れ
た
の

で
あ
ろ
う
と
し
て
お
ら
れ
る
。
ま
た
高
橋
崇
氏
は
、
慶
雲
四
年
に
不

比
等
は
二
千
戸
だ
け
を
受
理
し
た
が
、
天
皇
の
の
方
で
は
残
り
三
千

戸
も
支
給
済
み
と
し
、
書
類
上
で
は
五
千
戸
に
な

っ
て
い
た
の
で
は

な
い
か
と
推
測
し
て
お
ら
れ
る

し
か
し
、
唐
の
虚
封
の
制
を
参
照
す
る
こ
と
も
可
能
で
は
な
か
ろ

う
か
。
唐
の
食
封
制
で
は
、
栄
誉
を
示
す
目
的
で
巨
大
な
数
が
示
さ

れ
る
が
、
こ
れ
は
虚
封
で
名
目
に
止
ま
り
、
収
入
は
食
実
封
と
さ
れ

る
幾
分

か
の
戸
数
に
限
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
日
本
に
は
虚
封
の
制
は

な
か

っ
た
と
さ
れ
て
い
る
が
、
天
平
宝
字
四
年

(七
六
〇
)
に
、
不

比
等
は
近
江
国
十
二
郡
に
封
じ
ら
れ
、
淡
海
公
を
贈
ら
れ
て
、
国
封

の
初
例

と
な

っ
て
い
る
。
不
比
等
以
降
に
国
封
が
与
え
ら
れ
た
の
も

全
て
死
後
で
、
藤
原
氏
の
九
名
の
み
で
、
藤
原
氏
の
特
権
と
い
え
る
。

国
封
は
死
後
に
与
え
ら
れ
る
が
、
栄
誉
を
示
す
の
み
で
、
子
孫
に
実

益
は
な
い
か
ら
虚
封
で
あ
る
と
い
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
う

だ
と
す

る
な
ら
ば
、
日
本
に
も
虚
封
の
観
念
は
あ

っ
た
こ
と
に
な
る
。

慶
雲
四
年
の
詔
に
示
さ
れ
た

「
食
封
五
千
戸
」
は
虚
封
で
、
不
比
等

が
受
け
た
二
千
戸
が
食
実
封
で
あ

っ
た
と
考

え
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ

て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

虚
封
で
あ

っ
て
も
、
建
前
で
は
実
在
の
も

の
で
あ
る
か
ら
、
功
封

を
返
上
す
る
場
合
に
は
五
千
戸
と
さ
れ
、
国
分
寺
の
食
封
は
そ
の
三

千
戸
分
で
あ
る
と
さ
れ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
も
し
そ
う
だ
と
す

る
と
、
藤
原
氏
は
二
千
戸
を
返
賜
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
事
実
上
の
削

減
は
な
く
、
し
か
も
広
嗣
の
乱
の
責
任
を
取

っ
た
と
い
う
実
益
を
得

た
こ
と
に
な
る
。
余
り
に
も
推
測
に
過
ぎ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
検

討
の

一
案
と
し
て
示
し
て
お
き
た
い
。
虚
封

で
あ
っ
た
か
否
か
は
別

と
し
て
も
、
返
賜
さ
れ
た
こ
と
に
よ

っ
て
、
子
孫

へ
半
減
の
措
置
は

と
ら
れ
な
く
な

っ
た
ら
し
く
、
「故
太
政
大
臣
家

は
こ
れ
以
後
見

え

な
く
な
り
、

二
千
戸
は
不
比
等
の
子
孫
で
あ
る
藤
原
氏
に
伝
え
ら
れ

て
行

っ
た
。

次
に

『
続
日
本
紀
』
天
平
神
護
元
年

(七
六
五
)
四
月
丙
子

(十

五
日
)
条
に
は
、

右
大
臣
従

一
位
藤
原
朝
臣
豊
成
等
上
表
言
。
臣
等
曽
祖
大
織
冠

内
大
臣
、
踏
義
懐
忠
、
許
身
奉
国
。
皇
朝
籍
其
不
世
之
勲
、
錫

以
無
窮
之
賞
。
胤
子

・
正

一
位
太
政
大
臣
、
曜
陳
丹
誠
。
抗
表

固
辞
。
天
朝
即
割
賜
二
千
戸
、
伝
及
子
孫
。
臣
等
以
累
世
家
門
、
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久
沐
栄
寵
。
量
悟
、
逆
賊
仲
麻
呂
近
出
臣
族
。
極
凶
騨
逆
、
若

斯
之
甚
。
今
臣
等
既
以
凶
逆
之
囚
族
、
猶
露
築
之
余
封
。
以
何

面
目
明
近
殊
厚
。
伏
願
、
奉
納
先
代
所
賜
功
宝
、
少
塞
天
下
之

責
、
無
任
就
憧
之
至
。
奉
表
以
聞
。
詔
許
之
。

と
あ
り
、
不
比
等
の
孫
豊
成
ら
が
、
再
び
弟
仲
麻
呂
の
叛
乱
に
よ
り
、

功
封
二
千
戸
を
返
上
し
て
い
る
。
功
封
の
由
来
に
つ
い
て
は
、
慶
雲

四
年
の

詔
を
参
照

し
て
い
る
ら
し
い
が
、
鎌
足
に

封
戸
が
与
え
ら

れ
、
不
比
等
が
そ
れ
を
固
辞
し
て
二
千
戸
と
述

べ
、
五
千
戸
に
は
ふ

れ
て
い
な
い
。
「天
朝
即
割
賜
二
千
戸
、
伝
子
孫
」
と

半
減

に

ふ
れ

て
い
な

い
点
に
も
意
味
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
五
年
後
の
宝
亀
元
年

(七
七
〇
)
十
二
月
庚
戌
条
に
は
、

贈
太
政
大
臣
功
封
、
依
旧
賜
之
。

と
あ

っ
て
返
賜
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
を
期
待
し
て
天
平
十
三
年
(七

四

一
)

の
返
賜
の
際
の
二
千
戸
が
は
じ
め
か
ら
定
ま

っ
て
い
た
よ
う

に
書

い
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

さ
ら
に

『
日
本
後
紀
』
弘
仁
六
年

(
八
十
五
)
六
月
丙
寅

(
二
十

七
日
)
条
に
は
、

右
大
臣
従

二
位
兼
行
皇
太
弟
伝
藤
原
朝
臣
園
人
等
奉
表
乞
還
先

祖

封
日
。
臣
等
高
租
大
織
冠
内
大
臣
鎌
子
、
在
昔
天
豊
財
重
日

足
姫
天
皇
御
宇
也
、
縁

一
匡
之
功
。
錫
封

一
万
五
千
戸
。
胤
子

正

一
位
太
政
大
臣
、
堂
措
相
承
、
門
風
是
存
。
由
戴
、
慶
雲
四

年
勅
賜
封
五
千
戸
。
大
臣
固
辞
。
天
恩
允
請
、
即
減
定
二
千
戸
、

伝
及
子
孫
。
天
平
神
護
先
年
、
従

一
位
右
大
臣
抗
表
奉
返
。
宝

亀
元
年
勅
更
還
賜
。
大
同
三
年
正
三
位
守
右
大
臣
内
麻
呂
又
抗

表
奉
返
、
不
蒙
允
聴
。
臣
等
伏
料
元
緒
、
事
寄
功
労
。
今
臣
等

冒
寵
苛
進
、
未
効
泪
塵
、
荷
恩
時
来
、
徒
冥
山
岳
。
而
重
明
殊

私
、
久
滝
歳
序
、
術
仰
天
地
、
悪
煉
図
暦
。
恐
乖
忌
満
之
遠
誠
、

必
取
覆
錬
之
近
憂
。
伏
願
奉
納
所
伝
功
封
、
以
補
万

一
、
少
塞

素
戸
。
天
堕
曲
廻
、
衿
斯
誠
請
、
則
家
詐
惟
永
、
物
議
復
休
焉
。

無
任
丹
懇
切
迫
之
至
、
謹
拝
表
陳
請
以
聞
。
不
許
。

と
あ
る
。
こ
の
上
表
は
、
慶
雲
四
年
の
詔
、
天
平
神
護
元
年
の
上
表

の
ほ
か
に
、
は
じ
め
て

「大
織
冠
伝
」
を
引
用
し
て
い
る
。
天
豊
財

重
足
姫
天
皇

(斉
明
)
の
御
宇
に
、
封

一
万

五
千
戸
が
与
え
ら
れ
た

と
す
る
の
は
、
「大
織
冠
伝
」

に
、

皇
祖
母
尊
術
従
物
願
、
再
応
宝
暦
、
悉
以
庶
務
委
皇
太
子
。
皇

太
子
毎
事
諮
決
、
然
後
施
行
。
(中
略
)
遷
大
紫
冠
、
進
爵
為
公

増
封
五
千
戸
、
前
後
井

一
万
五
千
戸
。

と
あ
る
の
に
よ

っ
て
お
り
、
「
慶
雲
四
年
。」

か
ら

「
大
臣
固
辞
」
は

詔
に
、
「減
定
二
千
戸
、
伝
及
子
孫
」
は
豊
成

の
上
表
に
よ

っ
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
。
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豊
成
の
返
納
以
後
、
大
同
三
年

(八
〇
八
)
に
右
大
臣
内
麻
呂
が

返
納
の
上
表
を
出
し
た
と
い
う
が
、
『
日
本
後
紀
』
が
欠
巻
で
、
『日

本
紀
略
』

に
も
記
載
が
な
く
、
理
由
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
前
年
の

伊
予
親
王
の
謀
叛
に
藤
原
氏
の
関
与
す
る
者
が
い
た
た
め
で
あ
ろ
う

か
。こ

の
右

大
臣
藤
原
園
人
ら
の
上
表
は
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
、
藤

原
氏

一
族

の
者
が
叛
乱
の
よ
う
な
不
祥
事
に
関
係
し
た
た
め
で
は
な

い
よ
う
で
あ
る
。
「奉
納
所
伝
功
封
、
以
補
万

一
、
少
塞
素
戸
」
と
い

う
の
は
、
国
家
収
入
の
増
加
を
意
味
し
て
い
る
。
桓
武
朝
以
後
の
財

政
再
建
政
策
の
な
か
で
、
位
封
の
減
少
な
ど
も
実
施
さ
れ
て
い
る
の

で
、
藤
原
氏
の
み
が
莫
大
な
功
封
を
所
有
し
て
い
る
こ
と

へ
の
非
難

も
あ

っ
た
よ
う
で
、
「
則
家
柞
惟
永
、
物
議
復
休
焉
」
と
も
い
っ
て
い

る
。こ

の
上
表
は
承
認
さ
れ
な
か

っ
た
が
、
『
日
本
紀
略
』
弘
仁
十

一
年

(八
二
〇
)
正
月
己
卯
条
に
は
、

詔
日
。
周
嘉
公
旦
、
柞
流
七
胤
。
漢
礼
薫
何
、

一
門
十
侯
。
藤

氏
先
祖
、
逐
鳥
雀
於
朝
廷
、
野
鷹
鶴
之
軽
翼
。
云
々
。
是
以
褒

賞
封

戸
、
歴
代
不
絶
。
惣

一
万
五
千
戸
。
云
々
。
宜
自
貫
白
丁
、

迄
干

五
世
、
課
役
蜀
除
、
奔
葉
為
例
。

と
あ
っ
て
、
省
略
に
よ
り
文
意
が
明
ら
か
で
な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、

藤
原
氏
の
功
封
を
停
止
す
る
代
償
と
し
て
、
白
丁

(無
位
)
と
な
っ

て
も
五
世
以
内
は
課
役
が
免
除
さ
れ
る
特
権
を
得
た
と
解
さ
れ
て
い

る
。
こ
こ
に
至

っ
て
、
「歴
代
不
絶
、
惣

一
万

五
千
戸
」
と
い
う
の
は
、

「大
織
冠
伝
」
の

一
万
五
千
戸
を
虚
封
と
し

て
い
る
の
か
も
知
れ
な

い
五
年
前
の
園
人
ら
の
上
表
に
伺
わ
れ
る
非
難
が
、
功
封
の
返
納
を

避
け
ら
れ
な
い
状
態
に
ま
で
に
至

っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
見
方

と
と
も
に
、
不
比
等
の
功
封
を
受
け
て

一
〇
〇
年
の
間
に
、
藤
原
氏

に
大
き
な
収
入
を
確
保
さ
せ
た
上
に
、
反
乱
な
ど
に
藤
原
氏
が
関
与

し
た
と
き
の
責
任
回
避
に
も
役
割
を
は
た
し
て
い
た
が
、
藤
原
氏
の

側
に
も
、
功
封
を
固
持
す
る
こ
と
の
利
点
よ
り
も
、
こ
れ
を
放
棄
し

て
も
差
支
え
な
い
状
況
が
生
じ
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
不
比
等

の
功
封
の
終
末
は
、
藤
原
氏
の
新
し
い
方
向
、
摂
関
政
治
出
現

へ
の

道
が
開
か
れ
た
こ
と
を
示
す
特
徴
的
な
事
象

で
は
あ
る
ま
い
か
。

む

す

び

本
稿
で
は
、
ま
ず
従
来
不
明
確
と
さ
れ
て
い
た
藤
原
鎌
足
の
食
封

に
つ
い
て
、
『日
本
書
紀
』
の
記
載
に
は
な
お
問
題
は
残
る
が
、
お
そ

ら
く
評
を
単
位
と
し
て
地
域
が
指
定
さ
れ
た
か
な
り
大
量
の
封
戸
が

存
在
し
た
こ
と
を
推
測
し
た
。
つ
い
で

『続

日
本
紀
』
慶
雲
四
年
(七

〇
七
)
四
月
壬
午
条
の
詔
を
検
討
し
、
内
容

が
当
時
の
も
の
で
あ
る
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と
し
て
矛
盾
は
な
い
こ
と
を
論
じ
、
不
比
等
が
こ
の
功
封
を
受
け
た

理
由
に
つ
い
て
も
考
え
た
。
最
後
に
、
不
比
等
の
功
封
の
そ
の
後
の

経
過
を
概
観
し
て
、
五
千
戸
が
虚
封
と
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る

の
で
は
な
い
か
と
い
う
仮
説
を
提
示
し
た
。

ふ
り
か
え

っ
て
み
る
と
、
問
題
を
羅
列
し
た
に
す
ぎ
ず
、
先
説
に

異
を
唱
え
よ
う
と
し
た
に
過
ぎ
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
も
し
今
後

の
検
討

の
参
考
に
な
る
な
ら
ば
幸
で
あ
る
。
最
後
に
、
本
稿
に
つ
い

て
い
ろ

い
ろ
御
指
導
を
頂
い
た
水
野
柳
太
郎
先
生
に
、
厚
く
感
謝
い

た
し
ま
す
。

〔註
〕
(1
)
野
村
忠
夫

『律
令
政
治
の
諸
様
相
』
(昭
和
四
三
年

塙
童
旦房
)
・
上

田
正
昭

『藤
原
不
比
等
』
(昭
和
五
一
年

朝
日
新
聞
社
)

(
2
)
佐

藤
宗
諄

「
元
明
天
皇
-

論
そ

の
即
位
を
め
ぐ

っ
て
」

(『
古
代
文

化
』

一
月
号

昭
和

五
三
年
)

(
3
)

坂
本
太
郎

『
大
化
改
新

の
研
究
』
(昭
和

=
二
年

至
文
堂
)
七

二
頁
。

(
4
)

山
田
英
雄

「中
臣
鎌
足
伝

に
つ
い
て
」

(
『
日
本
歴
史
』
五

八
号

昭

和

二
八
年
)

(
5
)

横
田
健

一

「藤
原
鎌
足
伝
研
究
序
説
-

家
伝

の
成
立
ー

」
(
『白

鳳
天
平

の
世
界
』
昭
和
四
八
年

創
元
社
)

一
二
二
頁
。

(
6
)

高
橋
崇

「藤
原
氏

の
封
戸
に

つ
い
て
」
(『
律
令
官
人
給
与
制

の
研
究
』

昭
和

四
五
年

吉
川
弘
文
館
)
四
七
六
頁
。

(
7
)

『続
日
本
紀
』
天
平
宝
字
元
閏
八
月
壬
戌
条

(
8
)

鬼
頭
清
明

「
食
封
制

の
成

立
」

(『
日
本
史
研
究
』

九
三
号

昭
和
四

二
年
)
。
但

し
、
高
橋
前
掲
書
七

一
頁

に
批
判
が
あ
る
。

(
9
)

「白
髪
部
五
十
戸
の
貢
進
付
札
」

(『
日
本
古
代
文
物

の
研
究
』
昭
和

六
三
年

塙
書
房
)

一
五
五
頁
。

(
10
)

金
子
武
雄

『
続
日
本
紀
宣
命
講
』
(昭
和

一
六
年

東
京
書
籍
出
版
株

式
会
社
)
六
四
頁
。

(
11
)

高
橋
正
人

『奈
良
時
代
諸
氏
族

の
研
究
』
(
昭
和

五
八
年

吉

川
弘
文

館
)

一
八

一
頁
。

(
12
)

野
村
野
村
前
掲
書

一
〇
〇
頁
。

(
13
)

金
子
前
掲
書

六
三
頁
。
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